
江東区
マイクロ
水力発電施設

23区
初

「水彩都市・江東」の横十間川親水公園・水門橋に、マイクロ水力発電施設が完成しました。
若洲風力発電施設に続く、江東区の新たな再生可能エネルギーのシンボルです。
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江東内部河川と水位管理江東内部河川と水位管理

　江東内部河川とは、荒川と隅田川に挟まれた江東三角地帯
を流れる、荒川水系の北十間川、小名木川、仙台堀川、横十
間川等の 10 河川と、独立水系の越中島川の計 11 河川の総称
で、多くは江戸時代に開削された運河です。
　このうち、北十間川樋門と扇橋閘門より東側区域の小名木
川、横十間川、旧中川、北十間川（東側河川）については、
周辺地盤が特に低いため、地震水害対策として、他の河川か
ら締め切り、平常時は水位を周辺地盤より1ｍ程度低く保つ水
位低下管理を行っています。一方、西側区域を流れる河川（西
側河川）は、隅田川及び港湾区域へ通じているため、潮の干
満に応じて水位が変動する感潮河川となっています。

　マイクロ水力発電を設置した水門橋では、仙台堀川からサ
イフォンとポンプで取水した横十間川親水公園の水が、南か
ら北へ水位低下管理を行っている小名木川へ自然流下してい
ます。マイクロ水力発電はこの落差を利用しています。
　仙台堀川は感潮河川のため潮位の影響を受け、横十間川親
水公園の水位も間接的に影響を受けるため、水門橋での水の
流量も変化します。
　なお、水門橋は小名木川が増水した際、横十間川親水公園
への逆流を防ぐ役割を担っています。
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この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図 25000
を複製したものである。（承認番号　平 27情複、第 910号）
この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図 25000
を複製したものである。（承認番号　平 27情複、第 910号）

※A.P.
A.P.とは、地表や海面の高さを表す基準で、荒川工事基準面（Arakawa Peil）のこと。
日本の水準点の原点である東京湾中等潮位（T.P.）よりも1.134ｍ低い。
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安全柵（スクリーン）
ごみを取り除くためのもの
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概略図

発電の仕組み

橋の下の取水設備（水をどのように発電機に導いているか）

「水彩都市・江東」の再生可能エネルギーのシンボルMicro hydro
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　水力発電は、水が高いところから低いところへ落ちる時の力を利用して水車を回転させ、その回転エネルギーを発電機
に伝えて発電するものです。ここでは、横十間川が水門橋の南北で1ｍ程度の落差があることを利用して発電しています。
　水力発電で得られる発電出力は、以下の式で計算することができます。
　　発電出力（kW）＝ 重力加速度（9.8m/s2）× 落差（m）× 流量（m3/s）× 効率
　水門橋での発電出力は、約1kW と小さいため、マイクロ水力（※）といっています。

　橋の下では、水を効率よく水車に導くため、集水板で適量の水を集め、箱のような集水板の中を通って、その先に
設置した水車を回しています。使用水量は最大0.23m3／秒です。

　発電に利用される水車は、地形に合わせて様々なタイプがあ
りますが、ここでは低落差でも効率的に発電できる縦軸クロス
フロー水車を用いています。
　水車の上には発電機があり、水車の回転エネルギーを電気に
変えています。小水力発電には、同期発電機と誘導発電機が一
般的ですが、ここでは、永久磁石同期発電機を採用しています。

　通常、右側の画面で発電機の映像と発電量などを表示しています。左側の画面は、キャラクター時計となってお
り、毎正時にはキャラクターが現在時間や帰宅時間を楽しく教えてくれます。この他、モニター画面下の黄、赤、
緑の3色のボタンを押すことにより、環境学習、観光情報、季節のお知らせ等の情報を提供しています。

　水力発電の永久磁石同期発電機で起
こした交流の電気は、水車の回転数に応
じて電圧・周波数が変化するため、整流
器で一旦直流に変換し、その後上部にあ
るインバーターで再び交流に変換しま
す。また、下部には余った電気を貯める
蓄電池があります。蓄電量は小規模です
が、水力発電量が少ない時間帯に、表示
モニター等の稼動を補助しています。 　横十間川親水公園の水は仙台堀川を通じて間接的に潮位の影響を受ける

ため、取水量や水門橋下の流量も変動し、発電出力も変化しています。
　右のグラフは、潮位の変化とマイクロ水力発電の発電出力の変化を示し
たものです（平成27年5月24日）。マイクロ水力発電は、表示モニター、カ
メラ等で電力利用しているため、発電出力が約300W より小さくなると、
モニターの表示を停止します。

◎モニター内部
　モニター制御用のパソコン2台、時刻表示のための電波時計、ライトアップ用
LEDの切替用タイマー、カメラ映像を受信するLAN機器、その他安全装置などが
整然と並んでいます。
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ここ水門橋での有効落差は、最大
150㎝とされていますが、通常は
50～100㎝程度です。
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クロスフロー水車
クロスフロー水車は、水流が円筒形の
水車翼に軸と直角に流入し、水車翼の
中を通り貫けるものです。
水車の内側へ入る流れと水車の外側を
通る流れがあり、その二つの流れを水
車翼がとらえるので、効率よく発電で
きます。

　水力発電で発電した電気は、不安定であるため、電力
安定化装置（制御盤）で整えた後、表示モニター、ライ
トアップ用 LED照明、カメラに利用しています。
　発電出力は最大で1kW程度、1か月の発電電力量は
600kWh程度で、ほぼ家庭2～3軒分の消費電力量に相
当します。
　運転開始から今までの総発電量は、4,800kWh（平成
27年12月２日現在）です。

発電機

モニター

電力安定化装置

モニター表示内容

カメラLED照明

上から見たところ

水車＋発電機

　横十間川親水公園の水は、塩分が約2.35％
と海水に近い汽水（淡水と海水が混ざった状
態）になっています。水車・発電機への塩害

（電気腐食）を防ぐため、発電機本体のステン
レスよりもイオン化傾向の大きい（電蝕しや
すい）亜鉛を集水板の中に取り付けています。

※マイクロ水力
「小水力発電」には厳密な定義がなく、「新エネルギー利用等の促進に関する特別措置法（新エネ法）」の対象となる出力1,000kW 以下を一般に
「小水力発電」と呼んでいます。新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）によると、出力100kW以下を「マイクロ水力」としています。

※角落とし
数本の角材を積み重ねては
め込み、堰（せき）とした
もの。角材を抜き差しして、
水流を調整したり、せき止
めたりするもの。

スポーツ会館 パルシティ江東

すみれさん たすけくん あられさん
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潮　　位 : 気象庁「潮汐・海面水位のデータ 潮汐観測資料」（確定値）（東京湾の潮位）
発電出力 : 実測値
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塩害対策



住　　所　江東区扇橋3-22先
交通案内　都営新宿線・東京メトロ半蔵門線「住吉駅」下車徒歩12分
　　　　　都営新宿線「西大島駅」下車徒歩12分
　　　　　都営バス 扇橋二丁目下車徒歩6分・扇橋三丁目下車徒歩6分

発行：江東区環境清掃部温暖化対策課／電話：03-3647-6124

マイクロ水力発電の概要

発電出力 ： 約１kW
有効落差 ： 最大1500ｍｍ
使用水量 ： 最大0.23m3／秒
水車型式 ： 縦軸クロスフロー式
発 電 機 ： 永久磁石同期発電機
メーカー ： 三菱電機プラントエンジニアリング株式会社

運転開始 ： 平成27年３月
電力利用 ： 表示モニター、LED６灯、
 カメラ等（自家消費）
稼動時間 ： 24時間
 （表示モニターは6：00～21：00）
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マイクロ水力発電設置工事

制御盤設置

発電機吊り上げ

表示モニター吊り上げ

発電機設置

全景写真

集水板組み立て表示モニター中身

印刷登録番号（27）69号　IB5000


